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り、これまで不確定であった 2次の禁止遷移の影響を完全に除き去る事が出来る。しかしな

がら、これまでは、核スピン整列した20Naおよび20Fの生成は困難であった。そこで、低速の

20Na核をレーザーオプティカノレポンピング法により核スピン偏極させ、また、保極重陽子ビ

ームによる偏極移行反応を利用する事で核スピン偏極した20Fを生成し、植え込み試料の問題

も解決して、整列相関項の精密測定に成功した。

測定の結果、整列誘導テンソル項を主要項との比として gロ/gA=+O.17::t0.40と決定した。こ

れは、存在が確定している弱磁気項の1/20以下と言う高い精度でGパリティーの保存を示して

いる。本研究は、原子核のベータ崩壊に着目し、核構造に依存する要素を注意深く取り除い

て、 Gパリティー保存則の適用限界を高い精度で検証したものである。よって、本論文は博士

(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。




